
Us
er

 m
an

ua
lDEFINITION シリーズ 5.5''/6.5''/8.0'' アク

ティブ スタジオ モニター システム



電源
使用前に 
電圧セレクターをお住まいの国の要件に従って調整してください。この要件に細心
の注意を払い、お住まいの国の電源電圧に最も近い設定を選択することが非常に重
要です。

電圧スイッチには 2 つのオプションがあります。

115V または 230。

例えば、イギリスや中国では通常の電源電圧が 240V のため、230V を選択してくだ
さい。これは互換性があり、最も近い電圧です。 
日本やアメリカでは通常の電源電圧がそれぞれ 100V および 110V のため、115V の
オプションを選択してください。これも互換性があり、最も近い電圧となります。

ご使用の国に適した電圧が電源ユニットで選択されていること
を確認することは、非常に重要です。 
正しい電圧を選択しないと、電源ユニットが故障または破損し、
火災の危険性が生じる可能性があります。

電源ユニットでお住まいの国に適した電圧を選択したら、必ず再度確認してくださ
い。

DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システムを接続する前に、
次の手順をよくお読みください。

1.	 DT-S ユニットの電圧セレクターがご使用の国に適していることを選択・再確認
してください。

2.	 サウンドソース（音源機器）の電源がオフであることを確認し、音量がゼロま
たは最小に設定されている状態で、DT-S ユニットをサウンドソースに接続して
ください。これにより、ポップノイズや突発的な電流の発生を最小限に抑える
ことができます。

3.	 DT-S の電源ケーブルを家庭用電源に接続してください。
4.	 サウンドソースの電源を入れ（音量はゼロのまま）
5.	 DT-S アクティブモニターの電源を入れ、音量をお好みのレベルに調整してくだ

さい。



           注意！
新しい機器を手に入れると、取扱説明書を最
後まで読まずに電源を入れたくなるものです。 
しかし、上記の注意事項を必ずお読みいただ
き、電圧が正しく設定されていることをご確
認ください！ 
 
特に、18 ページに記載されている仕様パラメ
ータの詳細な説明をご参照ください。

電源を切るとき：
必ず最初に DT-S アクティブモニターの電源を切り、その後に音源機
器の電源を切ってください。
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はじめに

パッケージ内容
	● DT-5S / DT-6S または DT-8S アクティブ・スタジオ・モニター・システム
	● 電源ケーブル
	● 「Vasorb™」 モニター用ラバーフット × 4 個

まずは、iCON Pro Audio Definition Series 5.5 インチ／ 6.5 インチ／ 8.0 インチ アク
ティブ・スタジオ・モニター・システムをご購入いただき、誠におめでとうござい
ます！ 
本書では、Definition Series 5.5 インチ／ 6.5 インチ／ 8.0 インチ アクティブ・スタ
ジオ・モニター・システムの特長、セットアップおよび使用方法の手順、さらに仕
様一覧の詳細が記載されています。

製品は下記のリンクより当社のウェブサイトでご登録ください：
www. iconproaudio.com/registration

ほとんどの電子機器と同様に、本製品の元のパッケージは保管しておくことを強く
お勧めします。万が一、修理のために製品を返送する必要が生じた場合には、元の
パッケージ（またはそれに相当する適切な梱包）が必要となります。 
 
適切な取り扱いと十分な通気性を確保することで、お使いの Definition Series 
5.5"/6.5"/8.0" アクティブ・スタジオ・モニター・システムは、今後何年にもわたり
問題なく動作し続けるでしょう。 
 
本製品が長年にわたり優れたサービスを提供することを願っております。万が一、
最高のパフォーマンスを発揮できない場合でも、問題の解決に向けてあらゆる努力
を尽くします。 
製品のシリアル番号を必ず控えておいてください。



7

お客様のアカウントで ICON Pro Audio 製
品をご登録ください

1.	 お使いのデバイスのシリアル番号を確認してください
	� http://iconproaudio.com/registration に進むか、下の QR コードをスキャンし

ます。.
	�  

	� 画面に、お使いのデバイスのシリアル番号など、請求された情報を入力します。
「Submit」をクリックします。

	�
	� 形式番号やシリアル番号などのデバイス情報を表示したポップアップウィンドウ

が現れます。「Register this device to my account」をクリックします。別のメ
ッセージが表示された場合はアフターセールスサービスチームまでご連絡くださ
い。

	�

2.	 既存ユーザーの方は、ご自分の個人アカウントページにログイン
します。未登録の方は新規ユーザーとして登録してください。

	� 既存ユーザーの場合：	ユーザー名とパスワードを記入して、個人ユーザーペー	
			   ジにログインしてください。

	� 新規ユーザーの場合：	「Sign Up」をクリックして、情報をすべて記入してくだ	
			   さい。

3.	 役に立つ資料をダウンロードする
	� このページのアカウントに、登録済みデバイスがすべて表示されます。製品ごと

にドライバ、ファームウェア、各言語版のユーザーマニュアル、バンドルされた
ソフトウェアなどが表示されるので、これらをダウンロードすることができます。
デバイスのインストールを開始する前に、ドライバなどの必要なファイルをダウ
ンロードしておいてください。
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特徴

CON DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システムは、スムーズで正確な音響
特性を実現し、心地よいリスニング体験を提供します。 
本製品の主な特長は以下のとおりです：

	● コンパクトで高性能なアクティブ・スタジオ・モニター
	● プロフェッショナルなクロスオーバー設計によるアクティブ 2 ウェイ・モニター

システム
	● あらゆる録音・放送施設におけるニアフィールド・モニタリングに最適なソリュ

ーション
	● ステレオおよびマルチチャンネル構成の両方に対応
	● 実際の録音スタジオ環境におけるあらゆる要件を満たすよう、トップクラスの音
	● 響エンジニアによって調整済み
	● iCON の「Vasorb™」モニター用ラバーフットが付属
	● 低域および高域ドライバー用のバイアンプ内蔵パワーモジュール搭載 

	 DT-5S：低域（LF）に 80 ワット、高域（HF）に 20 ワットの出力 
	 DT-6S：低域（LF）に 120 ワット、高域（HF）に 20 ワットの出力 
	 DT-8S：低域（LF）に 150 ワット、高域（HF）に 20 ワットの出力

ミッドウーファー
	● iCON カスタム設計の 5.5'' ／ 6.5'' ／ 8.0'' ウーファー
	● クリアでクリーン、かつ非常に開放的な再生を実現する Nomex® 強化ペーパーコ

ーン
	● 低損失の SBR エッジにより、低クリープで長期間の信頼性を確保 

プログレッシブ・スパイダーにより、極端な負荷でもソフトクリッピングと低歪
みを実現

	● 優れた低音再生のために高さを延長した重厚なデュアルフェライト磁気システム 
モーター歪みを実質的に排除するアルミ製ショートリングおよび銅キャップを磁
気回路に採用
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	● 圧縮を排除するため、空気の流れを最適化した非常に開放的な構造の高剛性ダイ
キャスト・アルミニウム・シャーシ

ツイーター
	● 高性能な 1 インチ・ドームツイーター
	● 広い拡散特性を最適化した形状によるソフトファブリック製ドームおよびサラウ

ンド
	● 歪みを低減するための大型サラウンド
	● 開放的でディテールに富んだサウンドを実現する、ロスの少ないフェロフルイド

非使用マグネットシステム
	● 高感度かつ低歪みを実現するヘビーフェライト製アンダーハング型デュアルマグ

ネットシステム
	● 低圧縮と低共振周波数を実現するために空気の流れを最適化した拡張型バックキ

ャビティ
	● 広い拡散特性を最適化した形状の堅牢なダイキャストアルミ製フロントプレート

キャビネット
	● 堅牢で非常に高剛性な設計
	● 回折を最小限に抑えるスムーズなフロントバッフルデザイン
	● 筐体からの振動や音の放射を排除するために拡張されたフロントバッフル寸法
	● 長期間にわたり高性能な低音再生を可能にする高品質な吸音材を採用
	● 高域・中域・低域の輪郭（コンツァー）コントロール機能搭載
	● ハイパスフィルター：フラット、60Hz、80Hz の切り替えが可能
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フロントパネルのレイアウト

1.	 1 インチ・ソフトファブリック製ドームツイーター 
ソフトファブリック製ドームとフェロフルイド非使用のマグネットシステムに
より、滑らかな高域特性を実現し、開放的でディテールに富んだサウンドを提
供します。

	�

2.	 低域ドライバー - ウーファー
	� クリアでクリーン、非常に開放的な再生を実現する、iCON カスタム設計の 5.5

インチ／ 6.5 インチ／ 8.0 インチ Nomex® 強化ペーパーコーンウーファー
	�

3.	 電源 LED
	� オレンジ色の LED は、ユニットの電源がオンで、操作準備が整っていることを

示します。 

4.	 "Vasorb™" モニター用ラバーフット
	� iCON の大型ラバーフットは、音圧が高い状態でもキャビネットをしっかりと固

定します。

1

2

3 4
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1.	 ハイ、ミッド、ロー・レンジ・コンツアー・コントロール
	� 高域、中域、低域の 3 つの設定（-2dB、0dB、+2dB）を調整でき、さまざまな

音響環境に合わせたカスタマイズチューニングを可能にします。

2.	 ハイパスフィルター・コントロール
	� ハイパスフィルターをフラット、60Hz、80Hz に調整できます。

3.	 ボリューム・コントロール
	� 出力レベルを調整します。

4.	 XLR バランス入力
	� 標準 XLR ケーブルを使ってバランスの取れたラインレベル入力に接続します。

配線情報については、13 ページをご参照ください。

5.	 電源スイッチ
	� ユニットの電源をオン / オフします。

6.	 電圧セレクター
	� 110V / 220V の入力電圧を選択します。

7.	 AC 入力
	� 供給された IEC 電源ケーブルを接続します。

リアパネルのレイアウト

1
3
4

5

6

7

2
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DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システ
ムのセットアップ

DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システムの背景

DT-S は、5.5 インチ／ 6.5 インチ／ 8.0 インチの Nomex® 強化ペーパーコーンウー
ファーと、1 インチのソフトファブリックドームツイーターを搭載したカスタムデ
ザインのニアフィールドスタジオモニターです。低損失のフェロフルイド非使用の
マグネットシステムを採用しています。モニターのクロスオーバーは、プロフェッ
ショナルエンジニアによって高品質なコンポーネントで慎重に設計されており、リ
ニアな周波数応答と位相応答を実現しています。 
 
DT-S のエンクロージャーは MDF（中密度繊維板）で構成されており、チューンド
ベントポート（調整された通気口）を備えていて、低域の応答を延長し、低い乱流
設計が特徴です。低域ドライバーは、全体のインピーダンスに最小限の影響で自由
に動作します。 
 
エンクロージャーの背面には XLR 入力コネクターがあり、これは DT-S の内部バイ
アンプパワーモジュールに接続され、ウーファーとツイーターに電力を供給します。
また、プリアンプコントロール（ボリュームなど）もあり、内部パワーアンプの全
体的なレベルを調整できます。さらに、革新的なハイ、ミッドレンジ、ローのプレ
ゼンスコントロールが搭載されています。これらのコントロールにより、ミックス
エンジニアはモニターの高域、中域、低域の応答を調整できます。従来のハイファ
イサウンドからフラットな音、さらに攻撃的な高域、中域、低域の応答を持つサウ
ンドに調整可能です。 
 
DT-S は、フラットで正確なモニタリングを提供するように設計されていると同時に、
他の人気のあるニアフィールドモニターの音を簡単にエミュレートできる調整可能
な応答曲線を提供します

DT-S モニターの配置

ニアフィールドモニタリングは、部屋の音響の影響
を最小限に抑えるため、多くのエンジニアに選ばれ
ています。リファレンスモニターをニアフィールド
（リスナーに近い位置）に配置することで、部屋の
音響効果を大幅に減らすことができます。 
 
部屋の音響効果を評価する際の最も重要な要素は、
モニタリングエリアの周囲にある反射面です。これには、平らなテーブルトップ、
ガラスの鏡、額縁に入った絵、広い壁面、さらにはミキシングコンソールの表面な
どが含まれます。反射された音は最終的にリスニングポジションに到達しますが、
直接音源から遅れて届くため、一部の周波数がランダムにキャンセルされたり、コ
ームフィルタリングが発生します。可能であれば、反射面を取り除くか、少なくと
も一部を除去してください。また、モニターに近い壁に音響フォームを取り付ける
ことを検討するのも良いでしょう。 
 
モニターの配置時には、一般的に「ミキシング・トライアングル」として知られる
理想的な配置を作ることを目指してください。この理想的な配置では、左右のモニ
ター間の距離が、リスナーから各モニターまでの距離と等しく、正三角形を形成し
ます（図 1 参照）

Equal
Distance

図 1
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スピーカーの向き

DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システムは、縦置きでも横置きでも使用可
能です。横置きで使用する場合は、ツイーターが左右それぞれの外側に配置される
ようにしてください（図 2 参照）。これにより、低域ドライバー同士の結合が強まり、
ステレオイメージと低音の再現性が向上します。

図 3

図 2

図 4

SB100X
iCON スタジオモニタ
ースタンド（オプシ

ョン）

反射について

モニターシステムの高さを選ぶ際には、ミキシングコンソールの
表面からの反射を最小限に抑えるよう注意してください（図 3 参
照）。こうした反射音は、元の音に対してわずかに遅れてリスニン
グポイントに届くため、不自然な音のキャンセルや予測不能な周波
数応答の原因になります。モニターから放射される音のビームを直線としてイメー
ジし、それらの反射が最終的にリスニングポイントに届かないような高さを選んで
ください（図 4 参照）。 
 
多くの場合、理想的なスピーカーの位置は、ミキシングコンソールのメーターブリ
ッジの少し後方かつ上方に配置することです。
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DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システ
ムの接続

DT-S クイック接続

注：接続する前に、パワーアンプ（およびパワードモニター）の「最後にオン、最
初にオフ」のルールを覚えておいてください。システムの電源を入れる際は、すべ
てのケーブルが接続されていることを確認してください。まずミキサーとその他の
アウトボード機器の電源を入れ、最後に DT-S モニターの電源を入れてください。電
源を切る際は、最初に DT-S モニターシステムをオフにし、次にミキサーとアウトボ
ード機器をオフにします。 
 
DT-S モニターシステムは、リアパネルのバランス入力を使用して接続します。
+4dBu レベルの XLR バランス入力を使用してください。 
 
以下の図に示された手順に従って、標準的な録音コンソールのコントロールルーム
出力や、オーディオインターフェイス（iCON の Touch 8 Pro など）のライン出力を
使用して、簡単に接続できます。

	● ミキサーのマスター出力をできるだけ下げてください。

	● ミキサーの左側のコントロールルーム出力を左側の DT-S のバランス入力に、右
側のコントロールルーム出力を右側の DT-S のバランス入力に接続します。

	● DT-S の入力ボリュームコントロールを 2 時の位置に設定します。

	● ミキサーを通してオーディオ信号（例えば CD からの音楽など）を再生し、コン
トロールルームのレベルを快適なリスニングレベルに調整します。



15

ケービング

アンバランス 1/4 インチ（6.35mm）TS コネクタ - XLR

バランス型 1/4 インチ（6.35mm）TRS コネクタ - XLR

バランス型女性 XLR - 男性 XLR コネクタ
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DT-S コントロールおよびコネクターパネル
DT-S のリアパネルは、AC 電源とオーディオ信号の接続を行う場所です。リアパネ
ルには、全体の音量と周波数応答曲線を調整するためのコントロールも含まれてい
ます。以下のセクションでは、リアパネルのコントロールと接続について詳細に説
明します。

DT-S アクティブ・スタジオ・モニター・システムの電源の入れ方
DT-S はオンボードパワーアンプを備えたアクティブ・スタジオ・モニターですので、
AC 電源に接続してください。メインの電源スイッチがオフの位置に設定されている
ことを確認し、供給された IEC 電源ケーブルを AC 入力端子に接続します。

ハム音の原因
電源ケーブルを配置する際、AC 電源コードや AC 延長コードを入力ケーブルと並行
して配置しないように注意してください。これにより、拾われる AC ハムノイズを
減少させることができます。もし交差させる必要がある場合は、90 度の角度で交差
させることで、誘導されたハムノイズを最小限に抑えられます。DT-S のバランス入
力コネクタを使用すると、バランス入力回路によるコモンモード除去により、誘導
されたハムノイズを大幅に防ぐことができます（誘導されたハムノイズは位相キャ
ンセルされます）。

1.	 電源スイッチ
	� ユニットの電源をオン / オフします。

2.	 AC 入力端子
	� 供給された IEC 電源ケーブルをここに接続

します。

3.	 ハイパスフィルター・コントロー
ル

	� ハイパスフィルターをフラット、60Hz、
80Hz に調整します。

4.	 LF、MF、HF コントロール
	� DT-S のリアパネルには、モニターの低音、

中音、高音を調整するための 3 つの重要
なコントロールがあります。これらのコ
ントロールをお好みの設定に調整してく
ださい。他のスタジオにモニターを持っ
て行く場合、このコントロールは新しい
部屋に合わせて音を調整する際に非常に
役立ちます。

4
5

1

2

3

1
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リアパネル：入力と出力

4
5

1

2

3

1

5.	 ボリューム・コントロール
	� ボリューム・コントロールは、DT-S モニターシステムの全体的な出力レベルを

調整するために使用します。ユニットを初めて使用する際は、ボリュームを最
低に設定してください。その後、快適なリスニングレベルに達するまで、ボリ
ュームを少しずつ上げてください。

1.	 バランス型 XLR オーディオ入力
	� DT-S は、バランスまたはアンバランスの +4dBm ラインレベル信号を受け入れ

る女性 XLR コネクタを備えています。もし、XLR コネクタにバランス出力があ
るミキサーを使用している場合、標準的な XLR ケーブルを使用して接続できま
す。アンバランス接続の配線については、13 ページ（ケービング）の説明をご
参照ください。

	� DT-S は、録音コンソール、ハードディスクレコーダー、CD プレーヤー、コン
ピューターオーディオインターフェイスなど、さまざまなオーディオ機器に接
続できるバランス入力コネクタを備えています。
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本製品の修理が必要な場合は、以下の手順に従ってください。

以下のような情報、知識、ダウンロードについては、当社のオンラインヘルプセンター 
(http://support.iconproaudio.com/hc/en-us) でご確認ください
1. FAQ ( よくあるご質問 )
2. ダウンロード
3. 詳細情報
4. フォーラム
必要な情報のほとんどが、こちらのページに記載されています。お探しの情報が見つか
らない場合は、下のリンクからオンライン ACS ( 自動カスタマーサポート ) でサポートチ
ケットを作成してください。当社のテクニカルサポートチームがお手伝いいたします。
http://support.iconproaudio.com/hc/en-us にアクセスしてサインインし、チケットをお
送りください。ただし、「Submit a ticket」をクリックするとサインインの必要はありま
せん。 
照会チケットをお送いただくと、弊社サポートチームが、ICON ProAudio デバイスの問
題をでき限り早く解決できるようにお手伝いいたします。 

不良品を修理・交換のために返送する場合 :

1.	 問題の原因が誤操作や外部システムデバイスではないことを確認してください。

2.	 弊社にて修理の際、本書は不要ですので、お手元に保管してください。

3.	 同梱の印刷物等や箱など、購入時の梱包材で本製品を梱包してください。梱包材が
ない場合は、必ず適切な梱包材で梱包してください。工場出荷時の梱包材以外の梱
包材が原因で発生した損害について、弊社では責任を負いかねます。

4.	 弊社サービスサポートセンターまたは地区内の正規サービスセンターに本製品を送
付してください。. 下のリンクから、当社のサービスセンターおよび販売店の所在地
をご覧ください :

	�
	� 北米 にお住まいの場合は、
	� 製品をこちらまで返送してください :
	� North America
	� Mixware, LLC – U.S. Distributor
	� 3086 W. POST RD.
	� LAS VEGAS NV 89118
	� Tel.: (818) 578 4030
	� Contact: www.mixware.net/help
	�
	� ヨーロッパにお住まいの場合は、
	� 製品をこちらまで返送してください :
	� Sound Service
	� GmbHEuropean 
	� HeadquarterMoriz-Seeler-Straße 
	� 3D-12489 Berlin 
	� Telephone: +49 (0)30 707 130-0
	�  Fax:  +49 (0)30 707 130-189
	�  E-Mail: info@sound-service.eu 

	� 香港にお住まいの場合は、
	� 製品をこちらまで返送してください :
	� ICON (Asia) Corp: 
	� Unit F, 15/F., Fu Cheung Centre, 
	� No. 5-7 Wong Chuk Yueng Street, 

Fotan, 
	� Sha Tin, N.T., Hong Kong.
	� Tel: (852) 2398 2286
	� Fax: (852) 2789 3947
	� Email: info.asia@icon-global.com
	�

5.	 その他更新情報は、弊社ウェブサイト（www.iconproaudio.com）をご覧ください。
	�

修理について



www.twitter.com/iconproaudio www.youtube.com/iconproaudiowww.instagram.com/iconproaudio www.facebook.com/iconproaudio

Twitter Instagram Facebook Youtube

Website

iconproaudio.com/dashboard/

DashboardSupport

support.iconproaudio.comwww.iconproaudio.com

中国地区用户

微信号iCON-PRO

微信公众号

4006311312.114.qq.com

官方售后QQ

抖音iCON艾肯

抖音号

B站iCONProAudio

哔哩哔哩

天猫店iconproaudio旗舰店

天猫官方旗舰店
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